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ペ
ー
ジ

告　
　
　

示

〇
包
括
外
部
監
査
契
約
の
締
結 

（
行
政
経
営
推
進
課
）　
　

一

〇
地
籍
調
査
事
業
計
画
の
策
定 

（
地
域
復
興
支
援
課
）　
　

二

〇
国
土
調
査
の
成
果
の
認
証
（
二
件
） 
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同　
　

）　
　

二

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
機
関
の
指
定 

（
社
会
福
祉
課
）　
　

二

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
施
術
者
の
指
定 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
生
活
保
護
法
に
よ
る
指
定
施
術
者
の
変
更
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 
（
障
害
福
祉
課
）　
　

三

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

　

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出
（
三
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
保
安
林
の
指
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

四

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

四

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

五

〇
県
道
の
名
称
等
の
変
更 

（
道　

路　

課
）　
　

六

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
認
可 

（
港　

湾　

課
）　
　

七

〇
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　
　

八

〇
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
指
定
の
解
除
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

八

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

八

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

八

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

九

公　
　
　

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

九

選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出 

一
〇

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

一
〇

〇
政
治
団
体
の
解
散
届 

一
二

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
二
年
分
） 

一
二

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
三
年
分
） 

一
二

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
四
年
分
） 

一
三

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
五
年
分
） 

一
三

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
六
年
分
） 

一
六

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出 

一
七

〇
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
し
の
届
出 

一
七

人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一

－

二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職

　

員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

一
七

監
査
委
員

〇
定
期
監
査
結
果
に
対
す
る
措
置
の
公
表 

一
七

公
安
委
員
会

〇
警
備
業
法
第
二
十
二
条
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習

　

の
実
施 

二
八

告　
　
　

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
三
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と

お
り
包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

包
括
外
部
監
査
契
約
の
期
間
の
始
期

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

宮　　城　　県　　公　　報（1）　平成26年４月18日　金曜日 第2550号

発　　　　行
宮 城 県
（総務部私学文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）



二　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法

　
　

基
本
費
用
の
額
並
び
に
執
務
費
用
及
び
実
費
の
額
の
合
算

三　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
の
氏
名
及
び
住
所

　
　

菅　
　

博
雄　

　
　

仙
台
市
青
葉
区
南
吉
成
一
丁
目
十
一
番
地
の
十
六

四　

包
括
外
部
監
査
契
約
を
締
結
し
た
者
に
支
払
う
べ
き
監
査
に
要
す
る
費
用
の
支
払
方
法

　
　

概
算
払

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
度
地
籍

調
査
事
業
計
画
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
う
者
の
名
称
及
び
調
査
区
域

名　
　

称

調　
　
　
　

査　
　
　
　

区　
　
　
　

域

気
仙
沼
市

南
町
一
丁
目
の
一
部
六
単
位
区
域

本
吉
町
狼
の
巣
の
一
部
一
単
位
区
域

白
石
市

大
平
森
合
字
内
田
前
等
四
十
五
単
位
区
域

大
平
森
合
字

山
等
六
単
位
区
域

上
久
保
一
単
位
区
域

福
岡
蔵
本
字
下
り
川
一
番
等
八
単
位
区
域

福
岡
蔵
本
字
愛
宕
山
①
等
二
十
単
位
区
域

福
岡
蔵
本
字
愛
宕
山
②
一
単
位
区
域

郡
山
等
二
十
九
単
位
区
域

大
崎
市

古
川
清
滝
字
笹
森
等
十
単
位
区
域

古
川
清
滝
字
逆
沢
等
二
単
位
区
域

柴
田
町

成
田
字
寺
田
等
七
単
位
区
域

成
田
字
待
江
等
七
単
位
区
域
（
座
標
変
換
及
び
検
証
測
量
）

川
崎
町

大
字
今
宿
字
上
ノ
台
等
四
単
位
区
域

大
字
今
宿
字
葭
沢
山
等
三
単
位
区
域

大
字
前
川
字
向
鹿
区
域

大
字
小
野
字
黒
森
山
等
一
部
三
単
位
区
域

大
字
今
宿
字
岩
下
山
の
一
部
区
域

大
字
今
宿
字
岩
下
山
等
四
単
位
区
域

二　

調
査
期
間

　
　

地
籍
調
査
費
負
担
金
交
付
決
定
の
日
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　
　

気
仙
沼
市
本
吉
町
上
川
内
の
一
部

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

　

国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
国
土
調
査
の
成
果
を

認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

　
　

石
巻
市

二　

調
査
を
行
っ
た
時
期

　
　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
ま
で

三　

成
果
の
名
称

　
　

石
巻
市
の
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

四　

調
査
を
行
っ
た
地
域

　
　

石
巻
市
水
押
一
丁
目
、
同
市
水
押
二
丁
目
、
同
市
水
押
三
丁
目

五　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
四
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
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び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の

例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

指
定
年
月
日

名
取
た
に
ぐ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
二

－

五

－

七

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

せ
き
の
し
た
皮
フ
科

名
取
市
杜
せ
き
の
し
た
二

－

五

－

八

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

富
谷
フ
ァ
ミ
リ
ー
メ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

黒
川
郡
富
谷
町
上
桜
木
二

－

三

－

六

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

小
松
こ
ど
も
歯
科

黒
川
郡
富
谷
町
明
石
台
二

－

二
十
二

－

一

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

ア
イ
ン
薬
局
吉
岡
店

黒
川
郡
大
和
町
吉
岡
南
第
二
土
地
区
画
事
業
地

区
内
九
十
二
街
区
一

－

二
区

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進

及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ

の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
廃
止
し
た
旨
届
出

が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　
　
　

称

所　
　

在　
　

地

廃
止
年
月
日

櫻
井
医
院

大
崎
市
岩
出
山
字
浦
小
路
十
二

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
八

日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
四
十
九
条
（
中
国

残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）

第
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
施
術
者
と
し
て

次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏
名
（
施
術
所
の
名
称
）

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

光
田　
　

守

（
み
つ
た
接
骨
院
）

仙
台
市
青
葉
区
上
杉
一

－

十
七

－

十
ア
ー
バ
ン

上
杉
一
Ｆ

平
成
二
十
五
年
十
月
三
十
日

佐
藤　

武
志

（
さ
な
い
整
骨
院
）

登
米
市
豊
里
町
横
町
百
五

平
成
二
十
六
年
三
月
三
日

髙
橋　

健
太

（
ケ
ン
タ
整
骨
院
）

登
米
市
佐
沼
字
中
江
二

－

七

－

一
中
江
エ
ク
セ

ル
Ｂ
号

平
成
二
十
六
年
三
月
十
八
日

佐
々
木
幸
一

（
フ
ァ
ー
ス
ト
大
崎
株
式
会

社
）

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
六

－

一

－

二
十
一

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五

日

内
海　
　

正

（
フ
ァ
ー
ス
ト
大
崎
株
式
会

社
）

大
崎
市
古
川
駅
前
大
通
六

－

一

－

二
十
一

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五

日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

　

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
条
の
二
（
中
国
残

留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
及
び
永
住
帰
国
後
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
三
十
号
）
第

十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
そ
の
例
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
た
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
施
術
者
か
ら

次
の
と
お
り
変
更
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

氏
名
（
施
術
所
の
名
称
）

施
術
所
の
所
在
地

変
更
年
月
日

変
更
前

吉
田　

俊
弥

（
イ
ー
グ
ル
整
骨
院
中
田

店
サ
テ
ラ
イ
ト
）

仙
台
市
太
白
区
中
田
町
字
法
地
外
十
九

－

六

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日

変
更
後

吉
田　

俊
弥

（
イ
ー
グ
ル
整
骨
院
中
田

店
）

仙
台
市
太
白
区
中
田
町
字
法
地
外
十
九

－

一

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
一
三
〇
〇
二
四
七

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ栗
原
市
築
館
字
荒
田
沢

三
十
八
番
地
一

就
労
移
行
支
援

特
定
非
営
利
活

動
法
人
栗
原
市

障
害
者
就
労
支

援
セ
ン
タ
ー

平
成
二
十
六
年

四
月
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
し
た
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
四
〇
〇
〇
九
五

え
い
む
亘
理

亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字

宮
前
十
三

－

一

就
労
移
行
支
援

社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉

会

平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
し
た
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
六
〇
〇
一
二
四

み
お
七
ヶ
浜

宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
遠
山

五
丁
目
六

－

四
十

就
労
移
行
支
援

社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉

会

平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
し
た
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
し
た
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
三
〇
〇
〇
二
二

は
た
ま
き
・
手
づ
く
り

の
里
伊
具
郡
丸
森
町
大
内
字

青
葉
上
百
五
十
四

－

一

就
労
移
行
支
援

社
会
福
祉
法
人

は
ら
か
ら
福
祉

会

平
成
二
十
六
年

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
五
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

気
仙
沼
市
本
吉
町
天
ヶ
沢
一
一
一
の
一
、
一
一
一
の
二
、
一
五
二
の
二

二　

指
定
の
目
的

　
　

潮
害
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　

㈡ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈢　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
気
仙
沼
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
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一
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
大
原
四
七
二
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

落
石
の
危
険
の
防
止

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

公
共
住
宅
用
地
と
す
る
た
め

二
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

 　

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
大
原
四
六
九
の
一
・
四
七
二
の
一
・
四
七
二
の
三
二
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図

に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
四
七
二
の
三
六
、
四
七
二
の
四
四

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

公
共
住
宅
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
女
川
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

解
除
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　

 　

牡
鹿
郡
女
川
町
女
川
浜
字
大
原
三
〇
四
の
四
・
三
一
〇
・
四
六
九
の
一
・
四
七
二
の
一
・
四
七
二
の
三
二
（
以
上

五
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
四
七
二
の
三
六

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

解
除
の
理
由

　
　

公
共
住
宅
用
地
と
す
る
た
め

　

（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
女
川
町
役
場
に
備
え
置

い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

水
源
の
涵か

ん

養

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
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次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

栗
原
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
栗
原
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
九
条
の
規

定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ

た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　

 　

伊
具
郡
丸
森
町
字
薄
平
五
一
、
五
二
、
七
二
の
一
、
一
〇
四
の
一
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
〇
四
の

五
、
一
〇
四
の
九

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備　
　
　
　
　
　
　

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

字
薄
平
五
一
、
七
二
の
一

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林

整
備
課
）
及
び
丸
森
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
認
定
し
た
県
道
路
線
に
係
る
名
称
等
を
、

次
の
と
お
り
変
更
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

県
道
栗
駒
衣
川
線

新
旧
の
別

整
理
番
号

路　

線　

名

起　
　
　
　
　

点

終　
　
　
　
　

点

重
要
な
経
過
地

備　
　
　
　
　

考

旧

49

栗
駒
衣
川
線

栗
原
市
栗
駒

　

終
点

　

 

岩
手
県
奥
州
市
衣
川

区
重
要
な
経
過
地

　

岩
手
県
一
関
市

新

49

栗
駒
平
泉
線

栗
原
市
栗
駒

　

　

終
点

　

 

岩
手
県
西
磐
井
郡
平

泉
町

重
要
な
経
過
地

　

岩
手
県
一
関
市

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

大
島
波
板
線
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三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

気
仙
沼
市
波
板
一
八
一
番
一
五
地
先
か
ら

同
市
波
板
一
〇
六
番
地
先
ま
で

前
Ａ
　

三
・
〇
〜

 

九
・
七

三
七
二
・
七
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

三
・
〇
〜

 

九
・
七

三
七
二
・
七

　

四
・
七
〜

 

三
二
・
六

三
六
二
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
気
仙

沼
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

気
仙
沼
唐
桑
線

三　

道
路
の
区
域　変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

気
仙
沼
市
波
板
一
〇
四
番
地
先
か
ら

同
市
波
板
三
八
八
番
地
先
ま
で

前
Ａ
　

六
・
三
〜

 

一
六
・
六

三
七
三
・
七
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ａ
後　

　

Ｂ
　

六
・
三
〜

 

一
六
・
六

三
七
三
・
七

　

七
・
六
〜

 

三
五
・
四

三
五
三
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
八
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

埋
立
区
域

　

１　

位
置

　
　

 　

宮
城
県
仙
台
市
宮
城
野
区
中
野
字
高
松
八
十
番
地
十
二
、
同
蒲
生
字
町
八
十
八
番
地
二
に
接
す
る
地
先
公
有
水

面
及
び
同
蒲
生
字
町
八
十
八
番
地
二
並
び
に
同
九
十
七
番
地
に
接
す
る
国
有
海
浜
地
に
接
す
る
地
先
公
有
水
面

　

２　

区
域

　
　

 　

次
の
各
地
点
の
う
ち
、
①
の
地
点
か
ら
⑧
の
地
点
ま
で
を
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
、
⑧
の
地
点
と
⑨
の
地
点

を
結
ぶ
平
成
十
九
年
度
の
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
・
プ
ラ
ス
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸

地
と
の
境
界
線
及
び
①
の
地
点
と
⑨
の
地
点
を
直
線
で
結
ぶ
平
成
十
九
年
度
の
秋
分
の
満
潮
位
（
Ｄ
・
Ｌ
・
プ
ラ

ス
一
・
四
八
メ
ー
ト
ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
同
区
蒲
生
字
町
九
十
七
番
地
に
隣
接
す
る
既
設
防
波
護
岸
と
の

境
界
線
に
よ
り
囲
ま
れ
た
区
域

　
　
　

①
の
地
点 　

宮
城
県
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区（
南
防
波
堤
外
端
）に
設
置
さ
れ
て
い
る
仙
台
南
防
波
堤
灯
台（
北

緯
三
八
度
一
五
分
五
六
秒
、
東
経
一
四
一
度
〇
二
分
四
九
秒
）
か
ら
二
六
八
度
四
三
分
五
〇
秒
、
一

六
六
八
・
七
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

②
の
地
点　

①
の
地
点
か
ら
二
四
五
度
五
六
分
五
七
秒
六
〇
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

③
の
地
点　

②
の
地
点
か
ら
二
二
一
度
一
四
分
一
七
秒
一
三
七
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

④
の
地
点　

③
の
地
点
か
ら
一
三
一
度
一
四
分
二
三
秒
一
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

⑤
の
地
点　

④
の
地
点
か
ら
二
二
一
度
一
四
分
一
三
秒
五
・
五
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

⑥
の
地
点　

⑤
の
地
点
か
ら
二
七
六
度
〇
八
分
四
一
秒
一
一
三
・
六
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

⑦
の
地
点　

⑥
の
地
点
か
ら
三
二
一
度
〇
八
分
三
八
秒
一
・
四
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

⑧
の
地
点　

⑦
の
地
点
か
ら
二
七
六
度
〇
八
分
四
〇
秒
一
四
八
・
〇
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

⑨
の
地
点　

⑧
の
地
点
か
ら
六
五
度
四
九
分
四
二
秒
三
八
三
・
六
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面
積

　
　
　

二
九
、
三
四
四
・
二
九
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
二
十
年
八
月
二
十
一
日
付
け
宮
城
県
（
港
）
指
令
第
二
号

　
　

平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日
付
け
宮
城
県
（
港
）
指
令
第
三
号
（
工
事
着
手
期
間
の
伸
長
）

　
　

平
成
二
十
三
年
七
月
十
五
日
付
け
宮
城
県
（
港
）
指
令
第
二
号
（
工
事
竣
功
期
間
の
伸
長
）

　
　

平
成
二
十
五
年
三
月
十
二
日
付
け
宮
城
県
（
港
）
指
令
第
四
号
（
工
事
竣
功
期
間
の
伸
長
）
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五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
町
村

　
　

仙
台
市

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
号

　

多
賀
城
市
か
ら
仙
塩
広
域
都
市
計
画
変
更
の
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年

法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
公
衆

の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
道
路

　

２　

名
称　

三
・
四
・
百
四
十
九
号　

津
波
復
興
拠
点
連
絡
線

二　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
号

　

宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年

宮
城
県
告
示
第
百
三
十
一
号
で
指
定
し
た
次
の
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

白
石
市
緑
が
丘
二
丁
目
一
番
六
十
、
一
番
百
二
十
六
及
び
一
番
百
二
十
一
の
一
部
、
同
市
緑
が
丘
一
番
三
、
一
番
四
、

一
番
六
、
一
番
七
、
一
番
八
、
一
番
百
八
十
九
、
一
番
百
九
十
一
、
一
番
二
百
十
一
、
一
番
二
百
十
二
、
一
番
二
百
十

三
、
一
番
二
百
十
九
、
一
番
二
百
二
十
、
二
番
十
、
二
番
十
一
、
二
番
十
二
、
二
番
十
三
、
二
番
十
四
、
二
番
二
十
一
、

二
番
二
十
二
、
二
番
二
十
三
、
二
番
二
十
四
、
二
番
二
十
五
、
二
番
二
十
六
、
二
番
二
十
七
、
二
番
二
十
八
、
二
番
二

十
九
、
二
番
三
十
、
二
番
三
十
一
、
二
番
三
十
二
、
二
番
三
十
三
、
二
番
三
十
四
、
二
番
三
十
六
、
二
番
三
十
七
、
二

番
三
十
八
、
二
番
三
十
九
、
二
番
四
十
、
二
番
四
十
一
、
二
番
四
十
二
、
二
番
四
十
三
、
二
番
四
十
四
、
二
番
四
十
五
、

二
番
四
十
六
、
二
番
四
十
七
、　

二
番
四
十
八
、
二
番
五
十
三
、
二
番
五
十
四
、
二
番
百
十
五
、
二
番
百
二
十
、
二
番

百
二
十
九
、
二
番
百
四
十
一
、
二
番
百
四
十
三
、
二
番
百
四
十
四
、
二
番
百
四
十
五
、
二
番
百
四
十
七
、
二
番
百
四
十

八
、
二
番
百
四
十
九
、
二
番
百
五
十
、
二
番
百
五
十
四
及
び
二
番
百
五
十
五
並
び
に
一
番
二
、
二
番
一
、
二
番
二
、
二

番
九
、
二
番
百
三
十
九
及
び
二
番
百
四
十
六
の
各
一
部

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
号

　

宅
地
造
成
等
規
制
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
五
年

宮
城
県
告
示
第
百
三
十
号
で
指
定
し
た
次
の
造
成
宅
地
防
災
区
域
の
全
部
に
つ
い
て
そ
の
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　

白
石
市
郡
山
字
虎
子
沢
山
二
番
五
十
八
、
二
番
五
十
九
、
二
番
六
十
、
二
番
六
十
二
、
二
番
六
十
三
、
二
番
六
十
四
、

二
番
六
十
五
、
二
番
六
十
六
、
二
番
六
十
七
、
二
番
八
十
二
、
二
番
八
十
三
、
二
番
八
十
四
、
二
番
八
十
五
、
二
番
八

十
六
、
二
番
八
十
八
、
二
番
九
十
、
二
番
九
十
二
、
二
番
九
十
四
、
二
番
九
十
六
、
二
番
九
十
八
、
二
番
九
十
九
、
二

番
百
、
二
番
百
一
、
二
番
百
二
、
二
番
百
三
、
二
番
百
四
、
二
番
百
五
、
二
番
百
六
、
二
番
百
七
、
二
番
百
八
、
二
番

百
九
、
二
番
百
十
、
二
番
百
十
六
、
二
番
百
十
七
、
二
番
百
二
十
八
、
二
番
百
二
十
九
、
二
番
百
三
十
二
及
び
二
番
百

三
十
三
並
び
に
二
番
十
三
、
二
番
五
十
五
、
二
番
五
十
六
及
び
二
番
五
十
七
の
各
一
部

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
号

　

亘
理
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
八
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日　

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

大　
　

内　
　
　
　
　

仁　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
号

　

大
和
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
九
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日　

 

宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

大　
　

内　
　
　
　
　

仁　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
一
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
鳴
瀬
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

宮　
　

崎　
　

博　
　

之　
　
　

　

就
任
し
た
者
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就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

照　

井　

節　

雄

加
美
郡
加
美
町
下
狼
塚
字
松
原
三
十
六
番

地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

田　

中　

善　

章

大
崎
市
三
本
木
新
沼
字
南
野
土
四
十
二
番

地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

木　

村　

敬　

悦

大
崎
市
三
本
木
蒜
袋
字
塚
田
百
六
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

佐　

藤　
　
　

健

加
美
郡
加
美
町
四
日
市
場
字
岡
の
内
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

今　

野　

啓　

司

大
崎
市
古
川
中
沢
字
高
道
十
七
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

森　

田　

和　

男

加
美
郡
加
美
町
字
岡
町
八
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

中　

山　

茂　

穗

大
崎
市
三
本
木
字
町
浦
四
十
一
番
地
二

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

早　

坂　

德　

博

大
崎
市
古
川
新
沼
字
行
人
堰
北
三
十
七
番

地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

佐　

藤　

勇　

幸

加
美
郡
加
美
町
菜
切
谷
字
屋
敷
十
九
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

久　

本　

德　

衛

大
崎
市
松
山
次
橋
字
山
王
四
十
五
番
地
一

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

今　

野　

時　

男

大
崎
市
松
山
長
尾
字
前
九
十
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

鈴　

木　

文　

英

大
崎
市
三
本
木
桑
折
字
多
高
田
三
十
一
番

地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

佐　

藤　

信　

藏

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野
字
舟
戸
十
七
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

佐　

藤　

徳　

男

大
崎
市
鹿
島
台
船
越
字
前
田
七
十
七
番
地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

氷　

室　

勝　

好

大
崎
市
松
山
長
尾
字
大
天
場
西
九
十
九
番

地

理　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

佐　

藤　

秀　

雄

加
美
郡
加
美
町
羽
場
字
屋
敷
四
十
九
番
地

監　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

横　

山　
　
　

廣

大
崎
市
三
本
木
新
沼
字
高
原
二
十
五
番
地

監　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

加　

藤　

康　

記

大
崎
市
三
本
木
上
伊
場
野
字
熊
野
堂
二
十

五
番
地

監　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

入
野
田　

勇　

吉

大
崎
市
松
山
下
伊
場
野
字
志
引
二
十
一
番

地

監　

事

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

小　

只　

宗
一
郎

大
崎
市
松
山
金
谷
字
亀
井
九
十
三
番
地
一

監　

事

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
二
号

　

涌
谷
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
七
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

宮　
　

崎　
　

博　
　

之　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
三
号

　

旧
迫
川
右
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
六
年
四
月
八
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

宮　
　

崎　
　

博　
　

之　
　
　

公　
　
　

告

〇
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
二
号
）
第
五
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
市

計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
次
の
開
発
区
域

（
工
区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

　

岩
沼
市
押
分
字
新
筒
下
六
番
一
、
七
番
一
、
八
番
、
九

番
一
、
五
十
六
番
、
五
十
七
番
、
五
十
七
番
一
、
五
十
八

番
、
五
十
九
番
、
六
十
九
番
、
七
十
番
、
七
十
一
番
、
七

十
二
番
、
七
十
二
番
一
、
七
十
二
番
二
、
七
十
三
番
一
、

百
十
九
番
、
百
二
十
番
、
百
二
十
一
番
、
百
二
十
一
番
一
、
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二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

百
二
十
一
番
二
及
び
百
二
十
二
番
並
び
に
十
番
一
、
五
十

三
番
、
五
十
四
番
、
五
十
五
番
、
五
十
五
番
一
、
七
十
三

番
、
七
十
四
番
及
び
七
十
五
番
の
各
一
部
並
び
に
九
番
一

地
先
の
道
の
一
部
並
び
に
六
番
一
、
五
十
六
番
、
六
十
九

番
、
七
十
番
及
び
百
十
九
番
地
先
の
水
並
び
に
十
番
一
及

び
七
十
三
番
一
地
先
の
水
の
各
一
部

岩
沼
市　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
新
川
向
十
四
番
一

　

宮
城
郡
利
府
町
森
郷
字
新
川
向
十
四
番
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　

株
式
会
社
ア
ン
ソ
レ
イ
エ　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

角
野
達
也
後
援
会

日
比
野
淳
之

園
田　

富
三

仙
台
市
太
白
区
長
町
三
丁
目
八

－

二
七

平
成
二
十
六
年

 

三
月
七
日

昆
野
幸
裕
後
援
会

菅
原　

勝
一

昆
野　

羊
子

気
仙
沼
市
田
尻
沢
一
六
六

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
三
日

し
が
勝
利
後
援
会

志
賀　

勝
利

志
賀　
　

勝

塩
竈
市
舟
入
一

－

五

－

四
〇

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
五
日

し
か
ま
英
夫
後
援
会

小
室
袈
裟
雄

宍
戸　

勇
男

白
石
市
小
原
字
西
二
五

－

一

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
五
日

鈴
木
高
行
後
援
会

鈴
木　

高
行

鈴
木　

高
行

亘
理
郡
亘
理
町
吉
田
字
流
一
六

－

七

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
五
日

日
本
共
産
党
若
林
区
後

援
会

安
積　

克
子

庄
司　

も
と

仙
台
市
若
林
区
南
鍛
冶
町
七
九

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
四
日

渡
辺
ま
こ
と
後
援
会

渡
辺　

辰
雄

渡
辺　

一
郎

角
田
市
鳩
原
字
瀬
ノ
木
橋
四
一

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

自
由
民
主
党
一
迫
支
部

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
一
迫
嶋
躰
小
原

一
〇

栗
原
市
一
迫
真
坂
上
川

原
四
七

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
八
日

　

代

表

者

の

氏

名

門
傳　

英
慈

小
山　

智
正

自
由
民
主
党
白
石
市
支
部

会
計
責
任
者

の

氏

名

永
倉　

敏
明

佐
久
間　

薦

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
七
日

自
由
民
主
党
田
尻
支
部

会
計
責
任
者

の

氏

名

石
澤　

綾
夫

佐
々
木
慶
悦

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
八
日

自
由
民
主
党
豊
里
支
部

会
計
責
任
者

の

氏

名

浅
野　

豊
見

豊
澤　

啓
司

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
四
日

自
由
民
主
党
宮
城
県
食
育

流
通
支
部

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
ケ

岡
三
丁
目
四

－

一
六

仙
台
市
宮
城
野
区
榴
岡

三

－

四

－

三

平
成
二
十
六
年

 

三
月
六
日

み
ん
な
の
党
亘
理
町
議
会

第
１
支
部

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　

洋
子

鈴
木　

健
人

平
成
二
十
六
年

 

三
月
三
十
一
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

政
治
団
体
の
名
称

異
動
事
項

新

旧

届
出
年
月
日

赤
間
し
づ
江
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

渡
辺　

要
治

渡
辺　

運
次

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
六
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

大
沼
美
枝
子

大
沼　
　

壽
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あ
べ
と
し
き
後
援
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

青
柳　

宏
太

山
根　

茂
樹

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
五
日

今
川
悟
後
援
会

政
治
団
体

の

名

称

今
川
悟
を
応
援
す
る
会

今
川
悟
後
援
会

平
成
二
十
六
年

 

三
月
五
日

及
川
と
も
よ
し
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

本
多　

三
郎

及
川　

智
善

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
五
日

大
久
保
三
代
連
合
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

石
巻
市
中
里
七

－

一
〇

－

一
一

石
巻
市
渡
波
下
榎
壇
三

七

－

一
〇

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
八
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

矢
倉　

尚
典

吉
川
由
香
里

小
野
寺
俊
朗
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
東
八
幡
前
一

一

－

五

気
仙
沼
市
大
浦
二
五
五

平
成
二
十
六
年

 

三
月
五
日

ガ
イ
ア
21
の
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
古
川
穂
波
八
丁

目
五
番
二
号

大
崎
市
古
川
三
日
町
一

－

三

－

二
八

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

菊
地
恵
一
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
古
川
穂
波
八
丁

目
五
番
二
号

大
崎
市
古
川
三
日
町
一

－

三

－

二
八

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

き
く
ち
文
博
連
合
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

菊
地　

文
博

小
畑　

勝
義

平
成
二
十
六
年

 

三
月
三
十
一
日

木
村
た
だ
よ
し
後
援
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

阿
部
あ
け
み

平
塚　

武
勝

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
日

栗
原
市
を
考
え
る
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
々
木　

学

渡
辺　

綾
夫

平
成
二
十
六
年

 

二
月
二
十
一
日

幸
福
実
現
党
宮
城
北
後
援

会

会
計
責
任
者

の

氏

名

小
野　

彦
治

松
島　
　

崇

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
六
日

後
藤
錦
信
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

高
橋　

信
宏

髙
橋　

一
壽

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

遠
藤　

定
信

髙
橋　

信
宏

今
野
た
か
よ
し
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

村
田　

恭
治

笹
原　

伸
介

平
成
二
十
六
年

 
三
月
十
八
日

佐
々
木
嘉
郎
政
策
研
究
会

代

表

者

の

氏

名

佐
々
木
嘉
郎

小
野
寺
昭
三

平
成
二
十
六
年

 

三
月
七
日

佐
藤
仁
一
連
合
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

遠
澤　

啓
子

小
原　
　

茂

平
成
二
十
六
年

 

三
月
三
日

佐
藤
達
也
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

山
口　

信
行

遠
藤　

雅
信

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
六
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　

克
己

渡
辺　
　

勝

さ
と
う
弘
樹
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字

西
銭
神
二
一
番
地

大
崎
市
鹿
島
台
平
渡
字

西
銭
神
一
八
―
一
五

平
成
二
十
六
年

 

三
月
三
十
一
日

佐
藤
門
哉
後
援
会

会
計
責
任
者

佐
藤　

良
子

佐
々
木
菊
治

平
成
二
十
六
年

の

氏

名

 

三
月
十
八
日

塩
釜
歯
科
医
師
連
盟

代

表

者

の

氏

名

阿
部　

依
弘

佐
々
木
元
樹

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
三
日

白
石
か
ら
政
治
と
平
和
を

考
え
る
会

代

表

者

の

氏

名

佐
々
木
辰
哉

佐
藤　

浩
悦

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
六
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
藤　
　

隆

佐
々
木
辰
哉

鈴
木
よ
う
こ
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

鈴
木　
　

努

鈴
木　
　

務

平
成
二
十
六
年

 

三
月
三
十
一
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

鈴
木　

洋
子

鈴
木　

健
人

仙
台
み
ど
り
と
風
の
会

代

表

者

の

氏

名

奥
山
恵
美
子

小
関　

忠
夫

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
一
日

仙
南
政
治
研
究
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

小
野　

將
美

永
久
保
圭
太

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
七
日

高
橋
正
俊
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

友
理

中
川　

晴
夫

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

高
橋
力
雄
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

加
藤　

泰
彦

中
野　

由
正

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
一
日

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

河
村　

英
孝

加
藤　

泰
彦

高
橋
わ
た
る
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

栗
原
市
築
館
字
下
宮
野

八
ッ
又
沢
六

－

三

栗
原
市
築
館
字
下
宮
野

八
ッ
又
沢
一
〇

－

一

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
日

　

代

表

者

の

氏

名

高
橋　

良
男

市
川　

文
雄

　

会
計
責
任
者

の

氏

名

斉
藤　

孝
一

青
木　
　

清

千
葉
慶
人
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　
　

潔

米
倉　

典
男

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
六
日

日
本
共
産
党
泉
区
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

伊
藤　

貞
夫

遠
山　
　

鼎

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
日

日
本
共
産
党
福
島
か
ず
え

後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
若
林
一

丁
目
一
三

－

四

仙
台
市
若
林
区
若
林
四

－

一

－

八
八

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
七
日

　

代

表

者

の

氏

名

佐
藤　

孝
三

井
上　

晶
夫

日
本
共
産
党
横
田
有
史
後

援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
太
白
区
長
町
三

丁
目
八

－

二
七

仙
台
市
太
白
区
長
町
三

－

九

－

二

平
成
二
十
六
年

 

三
月
七
日

沼
倉
け
い
す
け
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

小
野　
　

廣

一
條　

幸
雄

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
四
日

羽
川
よ
し
と
み
後
援
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

羽
川　

美
芳

菅
野　
　

歩

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
七
日
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は
じ
む
会
（
浅
野
元
後
援

会
）

代

表

者

の

氏

名

浅
野　
　

衛

笠
原　

憲
一

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
五
日

み
や
ぎ
政
経
交
流
懇
話
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

中
山　

久
美

佐
藤　

久
美

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

村
井
よ
し
ひ
ろ
を
支
援
す

る
大
崎
の
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
古
川
穂
波
八
丁

目
五
番
二
号

大
崎
市
古
川
三
日
町
一

－

三

－

二
八

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

村
上
俊
一
後
援
会

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
東
中
才
一
三

〇

－

一

気
仙
沼
市
西
中
才
九
九

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
九
日

夢
実
行
市
民
の
会
塩
竈
み

な
と
未
来

代

表

者

の

氏

名

勝
又　
　

実

渡
部　
　

健

平
成
二
十
六
年

 

三
月
三
日

我
妻
か
お
る
後
援
会

会
計
責
任
者

の

氏

名

阿
部　

正
夫

沼
下　

清
一

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
六
日

渡
辺
ひ
ろ
ふ
み
を
支
え
る

会

代

表

者

の

氏

名

渡
辺　

博
史

伊
藤　

元
實

平
成
二
十
六
年

 

三
月
二
十
八
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

我
妻
正
弘
後
援
会

稲
冨　

朋
博

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
四
日

尾
口
慶
悦
後
援
会

早
坂　

義
徳

平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

奥
山
え
み
子
を
応
援
す
る
会

奥
山
恵
美
子

平
成
二
十
六
年
三
月
三
日

小
野
寺
金
太
郎
後
援
会

佐
藤
隆
一
郎

平
成
二
十
六
年
三
月
十
日

さ
い
と
う
正
美
ハ
ン
ド
イ
ン
ハ
ン
ド
ク
ラ
ブ

石
川　

達
雄

平
成
二
十
六
年
三
月
十
二
日

佐
々
木
こ
う
え
つ
後
援
会

沼
津
敬
太
郎

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日

佐
々
木
嘉
郎
政
策
研
究
会

佐
々
木
嘉
郎

平
成
二
十
四
年
十
二
月
三
十
一
日

佐
藤
和
文
後
援
会

石
川　
　

守

平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

し
が
勝
利
後
援
会

志
賀　

勝
利

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

し
か
ま
英
夫
後
援
会

小
室
袈
裟
雄

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

鈴
木
高
行
後
援
会

鈴
木　

高
行

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

丹
野
の
り
ひ
こ
後
援
会

千
葉　
　

巖

平
成
二
十
六
年
三
月
二
十
五
日

戸
羽
芳
文
後
援
会

戸
羽　

芳
文

平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日

長
谷
川
洋
一
を
育
て
る
東
根
会

渡
辺　

広
志

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日

畠
山
光
夫
後
援
会

村
上　

公
男

平
成
二
十
六
年
三
月
十
六
日

渡
辺
ま
こ
と
後
援
会

渡
辺　

辰
雄

平
成
二
十
三
年
十
二
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

し
か
ま
英
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
22. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

鈴
木
高
行
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
23. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

渡
辺
ま
こ
と
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 17（
23. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
四
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
五
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

し
が
勝
利
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
23. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

鈴
木
高
行
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
23. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

渡
辺
ま
こ
と
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 17（
23. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

小
野
寺
金
太
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 17（
26. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

さ
い
と
う
正
美
ハ
ン
ド
イ
ン
ハ
ン
ド
ク
ラ
ブ

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 12（
26. ３

. 12解
散
）

１
　
収
入
総
額

227,557

　
　
　
前
年
繰
越
額

227,528

　
　
　
本
年
収
入
額

29

２
　
支
出
総
額

115,000

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
そ
の
他
の
収
入

29

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

29

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

30,000

　
　
　
事
務
所
費

30,000

　
　
政
治
活
動
費

85,000

　
　
　
組
織
活
動
費

85,000

佐
々
木
こ
う
え
つ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 26（
26. ３

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

148,942

　
　
　
前
年
繰
越
額

148,942

２
　
支
出
総
額

0

佐
々
木
嘉
郎
政
策
研
究
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. ７
（
24. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

佐
藤
和
文
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 17（
25. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

奥
山
え
み
子
を
応
援
す
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
奥
山
恵
美
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
長

報
告
年
月
日
　
26. ２

. 17（
26. ３

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

15,994,451

　
　
　
前
年
繰
越
額

3,719,432

　
　
　
本
年
収
入
額

12,275,019

２
　
支
出
総
額

11,539,289

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

12,274,622

　
　
　
個
人
分

8,274,622

　
　
　
政
治
団
体
分

4,000,000

　
　
そ
の
他
の
収
入

397

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

397

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

1,039,289

　
　
　
光
熱
水
費

5,979

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

314,050

　
　
　
事
務
所
費

719,260

　
　
政
治
活
動
費

10,500,000

　
　
　
選
挙
関
係
費

9,500,000

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

1,000,000

５
　
寄
附
の
内
訳

　
（
個
人
分
）

　
　
加
藤
　
義
雄

100,000
仙
台
市
泉
区

　
　
稲
葉
　
信
義

200,000
仙
台
市
泉
区

　
　
鈴
木
　
　
忠

500,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
赤
井
沢
孝
子

110,000
仙
台
市
太
白
区

　
　
白
木
　
　
進

500,000
仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
鈴
木
　
浩
二

500,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
菅
井
　
厚
志

500,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
石
井
　
光
二

300,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
安
井
　
妙
子

100,000
仙
台
市
泉
区

　
　
安
部
　
紀
司

100,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
石
田
　
正
彦

100,000
仙
台
市
泉
区

　
　
小
関
　
忠
夫

500,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
深
松
　
　
努

300,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
門
田
恵
美
子

50,000
仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
伊
藤
　
　
真

50,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
三
浦
孝
一
郎

50,000
仙
台
市
泉
区

　
　
鈴
木
　
隆
志

50,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
石
森
　
克
文

50,000
仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
熊
谷
　
純
智

50,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
島
貫
　
文
好

50,000
仙
台
市
太
白
区

　
　
及
川
　
史
朗

50,000
仙
台
市
泉
区

　
　
小
川
　
健
一

50,000
仙
台
市
太
白
区

　
　
鈴
木
　
由
佳

50,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
鈴
木
　
一
樹

500,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
橋
本
　
邦
久

150,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
橋
本
紀
代
子

150,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
佐
藤
　
正
基

10,000
仙
台
市
泉
区

　
　
河
合
　
正
広

300,000
仙
台
市
泉
区

　
　
木
本
　
孝
行

300,000
仙
台
市
宮
城
野
区

　
　
藤
井
　
キ
ヌ

50,000
仙
台
市
泉
区

　
　
小
島
　
俊
夫

50,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
畠
山
　
幸
子

20,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
坪
田
　
忠
宏

10,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
齋
藤
　
喜
平

200,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
奥
山
恵
美
子

1,864,492
仙
台
市
太
白
区

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

360,130
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政
治
活
動
費

102,579

　
　
　
組
織
活
動
費

102,579

佐
々
木
こ
う
え
つ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 26（
26. ３

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

148,942

　
　
　
前
年
繰
越
額

148,942

２
　
支
出
総
額

115,100

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

50,700

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

8,300

　
　
　
事
務
所
費

42,400

　
　
政
治
活
動
費

64,400

　
　
　
組
織
活
動
費

27,600

　
　
　
調
査
研
究
費

36,800

佐
藤
和
文
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 27（
25. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

丹
野
の
り
ひ
こ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 27（
26. ３

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

戸
羽
芳
文
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 13（
25. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

長
谷
川
洋
一
を
育
て
る
東
根
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 27（
26. ３

. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

畠
山
光
夫
後
援
会

　
（
政
治
団
体
分
）

　
　
仙
台
市
医
師
連
盟

3,000,000
仙
台
市
若
林
区

　
　
仙
台
市
歯
科
医
師
連
盟

500,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
宮
城
県
不
動
産
政
治
連
盟

200,000
仙
台
市
青
葉
区

　
　
宮
城
県
歯
科
医
師
連
盟

300,000
仙
台
市
青
葉
区

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

我
妻
正
弘
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
26. ３

. 24解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

尾
口
慶
悦
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 31（
25. 12. 31解

散
）

１
　
収
入
総
額

6,302

　
　
　
前
年
繰
越
額

6,302

２
　
支
出
総
額

0

小
野
寺
金
太
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 17（
26. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

さ
い
と
う
正
美
ハ
ン
ド
イ
ン
ハ
ン
ド
ク
ラ
ブ

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 12（
26. ３

. 12解
散
）

１
　
収
入
総
額

112,579

　
　
　
前
年
繰
越
額

112,557

　
　
　
本
年
収
入
額

22

２
　
支
出
総
額

112,579

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
そ
の
他
の
収
入

22

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

22

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

10,000

　
　
　
事
務
所
費

10,000
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〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
六
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
26. ３

. 16解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

奥
山
え
み
子
を
応
援
す
る
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
奥
山
恵
美
子

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
長

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 11（
26. ３

. ３
解
散
）

１
　
収
入
総
額

4,455,260

　
　
　
前
年
繰
越
額

4,455,162

　
　
　
本
年
収
入
額

98

２
　
支
出
総
額

4,455,260

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
そ
の
他
の
収
入

98

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

98

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

500

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

500

　
　
政
治
活
動
費

4,454,760

　
　
　
寄
附
・
交
付
金

4,454,760

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

我
妻
正
弘
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 31（
26. ３

. 24解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

小
野
寺
金
太
郎
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 17（
26. ３

. 10解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

さ
い
と
う
正
美
ハ
ン
ド
イ
ン
ハ
ン
ド
ク
ラ
ブ

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 12（
26. ３

. 12解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

佐
々
木
こ
う
え
つ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 26（
26. ３

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

33,842

　
　
　
前
年
繰
越
額

33,842

２
　
支
出
総
額

32,500

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

32,500

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

5,000

　
　
　
事
務
所
費

27,500

丹
野
の
り
ひ
こ
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 27（
26. ３

. 25解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

長
谷
川
洋
一
を
育
て
る
東
根
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 27（
26. ３

. １
解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0

畠
山
光
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
　
26. ３

. 25（
26. ３

. 16解
散
）

１
　
収
入
総
額

0

２
　
支
出
総
額

0
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〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

代
表
者
の

氏　
　

名
　

届
出
年
月
日

奥
山
恵
美
子

仙
台
市
長

仙
台
み
ど
り
と
風
の

会

仙
台
市
太
白
区
長
町

六

－

一
三

－

八

奥
山
恵
美
子

平
成
二
十
六
年

 

三
月
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
五
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

　
　

地　
　

光　
　

輝　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
一
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団

体
の
指
定
の

取
消
し
の
届

出
を
し
た
者

の
氏
名

　

公
職
の
種
類

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

代
表
者
の

氏　
　

名
　

届
出
年
月
日

奥
山
恵
美
子

仙
台
市
長

奥
山
え
み
子
を
応
援

す
る
会

仙
台
市
太
白
区
長
町

六

－

一
三

－

八

奥
山
恵
美
子

平
成
二
十
六
年

 
三
月
十
一
日

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
十
一

－
二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委
員
長　
　

髙　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
一

－

二

－

六
十
二

　
　
　

 

人
事
委
員
会
規
則
十
一

－

二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規

則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
）
第
五
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
人
事
委
員
会
規
則
十
一

－

二
（
公
平
委
員
会
の
事
務
委
託
地
方
公
共
団
体
の
管
理
職
員
等
の
範
囲
を
定
め
る
規
則
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
黒
川
地
域
行
政
事
務
組
合
の
項
中

「

組
合
事
務
局

局
長　

班
長

を

環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

所
長

」

「

組
合
事
務
所

課
長

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
1
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号
）
第
199条

第
９
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
た
定
期
監
査
結
果
に
つ
い
て
，

宮
城
県
知
事
か
ら
同
条
第
12項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
，
同
項
の
規
定
に
よ

り
公
表
す
る
。

　
　
平
成
26年
４
月
18日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
安
　
　
部
　
　
　
　
　
孝
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
ゆ
　
　
さ
　
　
み
ゆ
き
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

記

１
　
監
査
委
員
の
報
告
日

　
　
平
成
26年
２
月
26日

２
　
通
知
の
あ
っ
た
日

　
　
平
成
26年
３
月
31日

３
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
及
び
措
置
の
内
容

　
⑴
　
大
河
原
県
税
事
務
所
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イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

120,073,875円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

392,842,937円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

512,916,812円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

140,621,211円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

418,627,881円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

559,249,092円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
県
税
に
つ
い
て
，
以
下
の
主
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
収
入
確
保
と
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
イ
 　
収
入
未
済
額
の
約
８
割
を
占
め
る
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
，
県
税
滞
納
額
縮
減
３
か
年
計
画
に
基
づ

き
，
管
内
市
町
と
の
連
携
を
図
り
徴
収
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め
，
個
人
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催

し
た
。
更
に
11月
か
ら
12月
ま
で
に
実
施
し
た
宮
城
一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
は
，
管
内
市
町
村
長
と
県

税
事
務
所
長
の
連
名
に
よ
る
共
同
催
告
を
実
施
し
た
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
管
内
市
町
の
徴
収
担
当
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
，
捜
索
を
テ
ー
マ
に
滞
納
整
理
研
修

会
を
開
催
し
た
ほ
か
，
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
直
接
徴
収
を
実
施
し
た
。

　
　
　
ロ
 　
個
人
住
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
督
促
状
等
発
送
後
，
速
や
か
な
財
産
調
査
に
努
め
，
差
押
え
に

よ
る
滞
納
整
理
を
進
め
た
。

　
　
　
　
 　
特
に
滞
納
額
が
多
い
自
動
車
税
を
中
心
に
ロ
ー
ラ
ー
作
戦
を
実
施
し
，
臨
戸
に
よ
る
徴
収
，
納
税
指
導
を

行
っ
た
上
，
悪
質
・
常
習
滞
納
者
に
対
し
て
は
，
即
効
性
，
効
果
性
を
考
慮
し
な
が
ら
自
動
車
や
預
金
口
座

の
差
押
え
を
実
施
し
た
。

　
⑵
　
仙
台
北
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
　
　
176,395,898円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

424,923,114円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

601,319,012円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

206,923,994円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

493,011,084円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

699,935,078円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
平
成
25年
３
月
策
定
し
た
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
に
基
づ
き
，
以
下
の
徴
収
対
策
を
講
じ
，

収
入
未
済
の
縮
減
と
税
収
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
管
内
町
村
と
連
携
し
な
が
ら
個
人
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
を
開
催
す
る
と
と
も

に
，
地
方
税
法
第
48条
に
基
づ
く
直
接
徴
収
，
共
同
催
告
や
町
村
職
員
の
徴
収
技
術
支
援
，
県
税
還
付
金
の
差

押
支
援
，
平
成
25年
度
か
ら
は
滞
納
整
理
業
務
改
善
支
援
チ
ー
ム
を
設
置
し
，
町
村
支
援
の
た
め
の
事
業
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
以
外
の
税
目
に
つ
い
て
は
，
滞
納
者
に
対
し
差
押
中
心
の
滞
納
整
理
を
積
極
的
に
進
め
た
。
預

貯
金
や
給
与
等
の
債
権
差
押
え
を
は
じ
め
自
動
車
の
差
押
え
，
捜
索
に
よ
る
動
産
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
し

て
換
価
す
る
な
ど
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
を
図
っ
て
い
く
。

　
⑶
　
塩
釜
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

132,226,984円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

376,840,147円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

509,067,131円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

152,376,606円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

415,527,294円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

567,903,900円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
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新
た
に
策
定
し
た
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
を
柱
に
，「
平
成
25年

度
県
税
事
務
運
営
」
及

び
「
県
税
事
務
運
営
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
，
収
入
未
済
額
の
更
な
る
縮
減
を
図
っ
た
。
平
成
24年

度
決
算
対
比
で
７
％
の
収
入
未
済
額
縮
減
を
目
標
に
す
る
と
と
も
に
，
個
人
県
民
税
を
除
く
税
目
の
差
押
え
の

件
数
を
400件

と
し
て
収
入
確
保
に
努
め
た
。

　
　
　
 　
平
成
25年
12月
末
現
在
で
，
差
押
件
数
は
自
動
車
の
差
押
件
数
382件

を
含
む
432件

と
目
標
値
を
大
き
く
上

回
っ
た
。
ま
た
，
捜
索
を
含
め
た
財
産
調
査
を
積
極
的
に
行
い
，
財
産
の
な
い
者
に
つ
い
て
は
処
分
停
止
等
の

措
置
を
講
じ
，
５
年
時
効
の
発
生
防
止
及
び
未
整
理
事
案
の
解
消
に
努
め
た
。
更
に
，
滞
納
事
案
検
討
会
を
２

回
開
催
し
，
長
期
滞
納
者
及
び
大
口
滞
納
者
に
対
す
る
対
応
方
針
を
決
定
し
て
滞
納
整
理
に
あ
た
っ
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
滞
納
整
理
業
務
改
善
支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
管
内
市
町
へ
の
支
援
を
取
り
ま
と
め

た
ほ
か
，
地
方
税
法
第
48条
の
規
定
に
よ
る
直
接
徴
収
を
実
施
し
，
２
市
か
ら
延
べ
14件
を
受
託
し
徴
収
に
あ

た
っ
た
。
ま
た
，
１
市
１
町
と
高
額
滞
納
者
案
件
の
事
案
検
討
会
を
実
施
す
る
と
と
も
に
，
県
市
連
名
に
よ
る

共
同
催
告
書
を
発
送
し
た
。
更
に
，
県
税
還
付
金
差
押
え
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
み
，
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め

た
。

　
⑷
　
北
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

140,751,780円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

500,152,426円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

640,904,206円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

166,733,366円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

518,781,124円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

685,514,490円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
イ
　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
収
入
未
済
額
の
84％
を
占
め
る
当
該
県
税
に
つ
い
て
は
，
平
成
25年
４
月
か
ら
管
内
全
市
町
で
特
別
徴
収

義
務
者
一
斉
指
定
に
よ
る
徴
収
が
予
定
ど
お
り
開
始
さ
れ
た
。
今
後
徐
々
に
成
果
が
挙
が
る
も
の
と
期
待
さ

れ
る
。
ま
た
，
同
年
４
月
に
「
市
町
滞
納
整
理
業
務
支
援
チ
ー
ム
」
を
所
内
に
設
立
し
，
中
長
期
計
画
（
目

標
）
策
定
（
設
定
），
滞
納
整
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
の
支
援
及
び
滞
納
処
分
等
研
修
の
強
化
を
図
っ
た
。
更

に
地
方
税
法
第
48条
に
よ
る
徴
収
を
積
極
的
に
引
き
受
け
な
が
ら
，
滞
納
整
理
技
術
の
指
導
・
助
言
を
行
い

成
果
が
挙
が
っ
て
い
る
。

　
　
　
ロ
　
自
動
車
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
収
入
未
済
額
の
８
％
を
占
め
る
当
該
県
税
に
つ
い
て
は
，
処
理
件
数
が
多
い
こ
と
か
ら
，
滞
納
整
理
の
年

間
・
月
間
目
標
を
設
定
し
，
目
標
達
成
の
た
め
の
業
務
を
，
毎
月
開
催
す
る
班
内
会
議
で
周
知
・
徹
底
す
る

等
計
画
的
に
進
め
た
結
果
，
平
成
26年
２
月
末
現
在
，
当
所
歴
代
１
位
を
記
録
し
た
前
年
同
期
の
収
入
率
を

更
に
上
回
る
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
と
と
も
に
，
収
入
未
済
額
も
２
月
末
現
在
，
既
に
前
年
度
を
下
回
っ
た
。

　
　
　
ハ
　
そ
の
他
県
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
 　
現
年
度
課
税
分
に
つ
い
て
は
，
長
期
滞
納
状
態
に
な
ら
ぬ
よ
う
督
促
状
発
付
後
速
や
か
に
催
告
や
財
産
調

査
を
実
施
し
滞
納
処
分
に
備
え
た
。
滞
納
繰
越
分
に
つ
い
て
は
，
滞
納
処
分
を
中
心
と
す
る
滞
納
整
理
方
針

と
し
，
差
押
可
能
財
産
の
分
析
・
検
討
を
強
力
に
行
い
，
税
収
確
保
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
繋
げ
た
。

　
⑸
　
北
部
県
税
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

25,881,241円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

98,869,811円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

124,751,052円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

31,604,039円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

120,487,551円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

152,091,590円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
徴
収
対
策
は
，
平
成
25年
度
か
ら
設
置
し
た
「
市
町
村
滞
納
整
理
業
務
改
善
支
援
チ
ー
ム
」
で
，

初
め
て
の
試
み
と
し
て
，
滞
納
の
あ
る
特
別
徴
収
義
務
者
を
対
象
に
，
栗
原
市
長
と
県
税
事
務
所
長
の
連
名
に

よ
る
共
同
催
告
書
を
持
参
し
て
の
訪
宅
に
よ
る
納
税
折
衝
を
行
っ
た
。
ま
た
，
特
別
徴
収
推
進
を
図
る
た
め
大

崎
地
域
，
栗
原
地
域
，
登
米
地
域
を
所
管
す
る
県
税
事
務
所
及
び
同
地
域
の
市
町
で
打
合
せ
を
持
ち
，
今
後
の

取
組
方
針
を
検
討
し
た
。
栗
原
市
に
お
い
て
は
，
平
成
25年
度
に
特
別
徴
収
義
務
者
の
一
斉
指
定
を
延
期
し
た
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ま
た
は
指
定
か
ら
外
れ
た
事
業
主
に
対
し
て
，
平
成
26年
度
か
ら
特
別
徴
収
義
務
者
に
指
定
す
る
予
告
書
を
発

送
し
，
当
事
務
所
に
お
い
て
は
，
管
内
税
理
士
に
対
し
，
関
係
す
る
事
業
所
の
特
別
徴
収
に
よ
る
手
続
へ
の
移

行
を
文
書
持
参
に
よ
り
直
接
働
き
か
け
た
。

　
　
　
 　
な
お
，
北
部
県
税
事
務
所
及
び
管
内
市
町
で
構
成
す
る
北
部
地
区
住
民
税
徴
収
対
策
会
議
の
事
業
と
し
て
，

県
税
・
市
町
税
徴
収
の
管
理
監
督
者
を
対
象
と
し
た
滞
納
整
理
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修
及
び
徴
収
担
当
者
を
対

象
に
，
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
実
務
研
修
を
行
っ
た
。

　
　
　
 　
個
人
県
民
税
を
除
く
徴
収
対
策
は
，
滞
納
額
は
前
年
度
を
上
回
ら
な
い
こ
と
の
ほ
か
に
滞
納
者
数
の
縮
減
を

目
標
に
掲
げ
，
早
期
の
納
税
折
衝
，
財
産
調
査
を
心
が
け
た
。
滞
納
額
の
多
く
を
占
め
る
自
動
車
に
つ
い
て
は
，

滞
納
額
，
件
数
と
も
に
前
年
度
か
ら
更
に
縮
減
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
。

　
⑹
　
東
部
県
税
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

108,721,188円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

551,863,555円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

660,584,743円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

112,491,803円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

628,727,614円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

741,219,417円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
25年
度
に
お
い
て
は
，
個
人
県
民
税
徴
収
確
保
対
策
と
し
て
特
別
徴
収
義
務
者
一
斉
指
定
を
行
う
と
と

も
に
，
48条
徴
収
や
共
同
催
告
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
　
　
 　
ま
た
，
自
動
車
税
を
中
心
に
差
押
え
を
強
化
し
た
。

　
　
　
イ
　
個
人
住
民
税
特
別
徴
収
義
務
者
一
斉
指
定

　
　
　
　
　
特
別
徴
収
実
施
率

　
　
　
　
　
・
石
巻
市
　
　
79.95％

（
前
年
度
62.89％

）

　
　
　
　
　
・
東
松
島
市
　
83.04％

（
前
年
度
65.10％

）
　

　
　
　
　
　
・
女
川
町
　
　
66.18％

（
前
年
度
57.84％

）

　
　
　
ロ
　
市
と
の
連
携
に
よ
る
共
同
催
告
及
び
48条
徴
収
の
実
施

　
　
　
　
　
・
共
同
催
告
　
東
松
島
市
　
389件

（
前
年
度
０
件
）

　
　
　
　
　
・
48条
徴
収
　
東
松
島
市
　
　22件

（
前
年
度
０
件
）

　
　
　
ハ
　
滞
納
処
分
の
促
進
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
・
自
動
車
の
差
押
促
進

　
　
　
　
　
　
実
績
　
467件

（
前
年
度
420件

）

　
　
　
　
　
・
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
の
実
施

　
　
　
　
　
　
実
績
　
12件
（
前
年
度
５
件
）

　
　
　
ニ
　
収
入
未
済
額
の
縮
減
対
策
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
・
不
納
欠
損
処
理

　
　
　
　
　
　
実
績
　
57,295千

円
（
前
年
度
46,322千

円
）

　
⑺
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

48,052,136円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

104,943,636円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

152,995,772円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

45,725,271円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

113,608,637円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

159,333,908円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
イ
 　
「
県
税
滞
納
額
縮
減
対
策
３
か
年
計
画
」
の
初
年
度
と
し
て
，
11月
か
ら
12月
ま
で
に
設
置
し
た
「
宮
城

一
斉
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
を
は
じ
め
と
し
て
，
滞
納
額
縮
減
対
策
に
取
り
組
ん
だ
。

　
　
　
ロ
 　
個
人
県
民
税
に
つ
い
て
は
，
強
化
月
間
中
に
お
い
て
，
登
米
市
と
の
共
同
催
告
書
の
発
送
や
捜
索
等
を
実

施
し
た
。
ま
た
，
一
般
税
に
つ
い
て
は
，
住
民
税
等
の
財
産
調
査
を
実
施
し
，
換
価
が
容
易
な
預
貯
金
を
中

心
と
し
た
差
押
え
や
，
資
力
の
な
い
滞
納
者
へ
の
処
分
停
止
を
行
う
な
ど
適
切
な
債
権
管
理
を
行
っ
た
。

　
⑻
　
気
仙
沼
県
税
事
務
所
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イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
見
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
更
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

43,920,678円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

171,905,553円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

215,826,231円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

55,001,745円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

221,627,432円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

276,629,177円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
24年
度
に
つ
い
て
は
，
財
産
調
査
等
を
実
施
し
，
資
力
の
あ
る
滞
納
者
に
対
し
て
預
金
等
の
債
権
を
中

心
に
差
押
え
を
行
い
，
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
 　
平
成
25年
度
に
つ
い
て
は
，
上
記
の
方
法
で
滞
納
が
解
消
し
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
，
市
町

村
等
が
実
施
す
る
捜
索
に
同
行
す
る
な
ど
し
，
捜
索
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
る
。

　
⑼
　
仙
南
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
，
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
同
違
約
金
，
過
誤
払
返
納
金
及
び
未
熟

児
養
育
費
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

8,158,403円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
20,818,554円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
28,976,957円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 
11,783,097円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
10,860,558円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
22,643,655円

　
　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,273,548円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
16,846,079円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
20,119,627円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,692,575円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
16,369,140円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
20,061,715円

　
　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
違
約
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

144,900円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,724,300円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

2,869,200円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

571,200円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,241,700円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

2,812,900円

　
　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
生
活
保
護
扶
助
費
返
納
金
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,194,516円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

631,553円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,826,069円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

359,785円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

271,768円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

631,553円

　
　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費
（
未
熟
児
療
養
医
療
費
自
己
負
担
金
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

29,169円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

229,685円
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合
　
　
計
 

258,854円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

71,751円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

160,472円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

232,223円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容
　

　
　
　
イ
　
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
 　
平
成
25年
当
初
に
債
権
区
分
の
見
直
し
及
び
縮
減
目
標
の
設
定
を
行
い
，
そ
れ
に
向
け
た
対
応
策
を
検
討

し
，
収
入
未
済
額
の
縮
減
に
努
め
た
。

　
　
　
　
〇
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

7,574,021円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

19,523,106円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

27,097,127円

　
　
　
　
〇
処
理
状
況
（
債
権
回
収
の
た
め
の
取
組
）

　
　
　
　
　
・
 返
還
が
滞
っ
て
い
る
債
務
者
や
保
護
廃
止
世
帯
に
対
し
て
，
年
２
回
督
促
状
を
発
送
し
，
返
還
指
導
を

行
っ
た
。

　
　
　
　
　
・
 生
活
保
護
受
給
中
の
世
帯
に
対
し
て
は
，
地
区
担
当
員
が
定
期
的
に
訪
問
し
，
納
入
を
指
導
し
た
。
保

護
が
廃
止
と
な
っ
た
世
帯
に
つ
い
て
は
，
債
権
管
理
担
当
者
を
中
心
に
，
訪
問
や
電
話
に
よ
り
生
活
及

び
収
入
の
状
況
の
確
認
を
行
い
，
返
還
可
能
な
債
務
者
に
は
納
入
指
導
を
強
化
し
た
。

　
　
　
　
　
・
 一
括
返
済
が
困
難
な
た
め
返
還
が
滞
っ
て
い
る
が
，
分
割
で
あ
れ
ば
返
還
可
能
な
世
帯
に
対
し
て
は
，

履
行
延
期
特
約
申
請
に
よ
る
分
割
で
の
納
入
を
指
導
し
た
。

　
　
　
　
〇
対
応
策

　
　
　
　
　
・
 収
入
申
告
義
務
の
周
知
徹
底
を
図
る
た
め
，
年
度
当
初
の
訪
問
時
及
び
新
規
開
始
時
に
，
全
世
帯
の
稼

働
年
齢
者
を
対
象
に
収
入
申
告
及
び
返
還
の
義
務
に
係
る
説
明
を
行
い
，
理
解
し
た
旨
の
確
認
書
を
徴

収
し
た
。

　
　
　
　
　
・
 定
期
的
な
訪
問
に
よ
り
，
生
活
や
就
労
・
収
入
状
況
の
確
認
，
収
入
申
告
書
の
徴
収
を
行
い
，
収
入
の

早
期
発
見
に
努
め
た
。

　
　
　
　
　
・
 ７
月
に
課
税
調
査
を
行
い
，
就
労
収
入
や
年
金
収
入
の
未
申
告
者
に
対
し
,返
還
の
義
務
及
び
適
切
な

収
入
申
告
に
つ
い
て
指
導
し
た
。

　
　
　
　
　
・
 「未
収
債
権
事
務
取
扱
要
領
」
を
策
定
す
る
こ
と
に
よ
り
事
務
の
統
一
化
を
図
り
，
適
正
か
つ
合
理
的

な
収
納
管
理
を
行
う
と
と
も
に
，
所
内
に
「
未
収
債
権
回
収
対
策
検
討
会
議
」
及
び
「
未
収
債
権
回
収

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
，
収
入
未
済
の
縮
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
ロ
　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
・
 未
然
防
止
策
と
し
て
は
，
貸
付
申
請
が
あ
っ
た
場
合
，
借
受
人
，
連
帯
借
受
人
は
も
と
よ
り
，
原
則
，
連

帯
保
証
人
も
含
め
て
面
接
を
実
施
し
，
借
受
人
及
び
連
帯
借
受
人
が
返
済
で
き
な
い
場
合
は
連
帯
保
証
人

に
返
済
義
務
が
生
じ
る
こ
と
の
意
識
付
け
を
徹
底
し
た
。

　
　
　
　
・
 償
還
期
間
到
来
前
に
借
受
人
に
来
所
を
促
し
，
面
接
に
よ
り
改
め
て
償
還
に
つ
い
て
説
明
し
意
識
付
け
を

行
う
こ
と
に
よ
り
新
規
滞
納
の
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
，
滞
納
発
生
初
期
に
お
い
て
重
点
的
な
償
還
指

導
を
実
施
す
る
な
ど
滞
納
の
常
態
化
の
防
止
に
努
め
た
。

　
　
　
　
・
 修
学
資
金
貸
付
者
に
対
し
て
は
，
最
終
貸
付
と
な
る
卒
業
年
度
の
９
月
に
借
受
人
及
び
連
帯
借
受
人
と
の

面
接
を
実
施
し
，
次
年
度
か
ら
開
始
す
る
こ
と
と
な
る
償
還
に
つ
い
て
の
意
識
付
け
を
徹
底
し
た
。

　
　
　
　
・
 昨
年
度
か
ら
実
施
し
た
就
学
終
了
前
の
面
接
を
継
続
す
る
と
と
も
に
，
貸
付
中
の
借
受
人
及
び
連
帯
借
受

人
と
面
接
を
実
施
し
て
，
修
学
・
経
済
状
況
を
把
握
し
，
将
来
の
貸
付
金
償
還
に
つ
い
て
意
識
付
け
を
徹

底
し
た
。

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,110,989円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

15,387,079円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

18,498,068円

　
　
　
ハ
　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
償
還
金
違
約
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

74,900円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

2,655,200円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

2,730,100円

　
　
　
ニ
　
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
　
〇
処
理
状
況
（
債
権
回
収
の
た
め
の
取
組
）

　
　
　
　
　
・
年
２
回
督
促
状
を
送
付
し
，
納
入
指
導
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
・
 生
活
保
護
受
給
中
の
世
帯
に
対
し
て
は
，
地
区
担
当
員
が
定
期
的
に
訪
問
を
行
っ
て
納
入
指
導
を
行
っ

た
。

　
　
　
　
〇
対
応
策

　
　
　
　
　
・
 定
期
的
に
訪
問
し
て
生
活
の
状
況
を
確
認
し
，過
払
が
生
じ
な
い
よ
う
保
護
費
の
適
正
支
給
に
努
め
た
。

　
　
　
　
　
・
 世
帯
の
状
況
や
収
入
に
変
動
が
あ
り
過
払
が
生
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
，
返
納
の
義
務
が
生

じ
る
こ
と
を
事
前
に
説
明
し
，
過
払
が
発
生
し
た
と
き
は
，
納
入
を
指
導
し
た
。
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〇
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,077,116円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

450,383円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

1,527,499円

　
　
　
ホ
　
未
熟
児
養
育
費
負
担
金

　
　
　
　
・
 債
務
者
の
情
報
を
整
理
し
対
応
策
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
，
今
年
度
は
個
人
ご
と

に
過
去
の
督
促
状
況
等
を
整
理
す
る
と
と
も
に
，
債
務
者
全
員
（
計
８
名
）
に
対
し
て
催
告
書
を
送
付
し

た
。

　
　
　
　
・
 平
成
24年
度
に
発
生
し
た
収
入
未
済
分
に
つ
い
て
重
点
的
に
督
促
を
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
た
こ
と
か

ら
，
対
象
者
２
名
へ
の
家
庭
訪
問
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
，
１
名
分
24,620円

を
全
額
徴
収
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
し
か
し
，１
名
分
に
つ
い
て
は
既
に
転
居
し
て
い
た
た
め
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
・
 転
居
し
た
債
務
者
の
所
在
地
を
確
認
す
る
た
め
，
住
民
票
謄
本
（
除
票
を
含
む
。）
の
発
行
を
依
頼
す
る

こ
と
と
す
る
。

　
　
　
　
・
早
期
の
債
権
回
収
に
向
け
て
，
積
極
的
に
家
庭
訪
問
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額
（
Ｈ
26. ２

月
末
現
在
）

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

4,529円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

229,685円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

234,214円

　
⑽
　
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
，
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
，
未
熟
児
養
育
費
，
過
年
度
過
払
金
等
返

還
金
及
び
過
誤
払
返
納
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を
図
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

5,617,717円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
43,120,100円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
48,737,817円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

7,063,582円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
39,889,348円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
46,952,930円

　
　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

2,657,653円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
20,833,770円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
23,491,423円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

3,400,743円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 
18,192,339円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 
21,593,082円

　
　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費
（
未
熟
児
療
養
医
療
費
自
己
負
担
金
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

309,136円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

57,162円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

366,298円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

43,042円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

124,359円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

167,401円

　
　
　
　
〇
過
年
度
過
払
金
等
返
還
金
（
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

121,020円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

225,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

346,020円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

100,000円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

225,000円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

325,000円

　
　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金
（
生
活
保
護
扶
助
費
返
納
金
）

　
　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額
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現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

333,568円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

333,568円

　
　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

114,700円

　
　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

218,868円

　
　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

333,568円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
〇
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金

　
　
　
　
 　
縮
減
に
向
け
て
，
担
当
班
に
属
す
る
全
て
の
事
務
系
職
員
に
対
し
て
，
一
部
納
付
の
推
進
と
縮
減
が
班
全

体
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
意
識
付
け
た
。
ま
た
，
事
例
検
討
会
を
開
催
し
，
職
員
・
相
談
員
の
資
質
の
向
上

を
図
っ
た
。
更
に
，
借
受
人
等
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
，
担
当
制
の
も
と
，
借
受
人
，
連
帯
借

受
人
及
び
連
帯
保
証
人
に
対
し
て
償
還
意
思
の
確
認
，
督
促
な
ど
の
働
き
か
け
を
徹
底
し
た
。

　
　
　
〇
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金

　
　
　
　
 　
定
期
的
に
家
庭
訪
問
を
し
て
督
促
や
納
入
指
導
を
行
い
，
収
入
未
済
の
解
消
を
図
る
と
と
も
に
，
必
要
に

応
じ
て
履
行
延
期
の
手
続
を
指
導
す
る
な
ど
納
入
の
促
進
に
努
め
た
。
ま
た
，
幹
部
職
員
を
交
え
た
生
活
保

護
定
例
班
会
議
に
お
い
て
，
収
入
未
済
者
の
一
覧
表
を
配
布
し
て
督
促
や
納
入
状
況
を
確
認
し
，
収
入
未
済

の
解
消
に
努
め
た
。
な
お
，
新
た
な
返
還
金
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
被
保
護
世
帯
の
状
況
を
適
切
に
把
握
す

る
と
と
も
に
被
保
護
者
に
対
し
て
は
適
切
な
収
入
申
告
に
つ
い
て
指
導
し
た
。

　
　
　
〇
未
熟
児
養
育
費
（
未
熟
児
療
養
医
療
費
自
己
負
担
金
）

　
　
　
　
 　
継
続
的
に
電
話
や
訪
問
等
に
よ
る
督
促
を
行
い
，
納
入
を
図
っ
た
。
ま
た
，
一
部
納
付
が
可
能
な
こ
と
や

未
熟
児
養
育
費
が
乳
幼
児
医
療
費
助
成
に
該
当
す
る
こ
と
を
説
明
し
，
負
担
の
軽
減
を
周
知
し
納
入
の
促
進

に
努
め
た
。

　
　
　
〇
過
年
度
過
払
金
等
返
還
金
（
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
）

　
　
　
　
 　
こ
の
返
還
金
は
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
修
学
資
金
２
件
に
係
る
返
還
金
で
あ
る
。
う
ち
１
件
に
つ
い
て

は
，
電
話
，
訪
問
等
を
繰
り
返
し
た
結
果
，
毎
月
上
旬
に
納
付
す
る
約
束
に
漕
ぎ
着
け
た
。
も
う
１
件
に
つ

い
て
は
借
受
人
に
対
し
て
継
続
的
に
電
話
，
訪
問
等
に
よ
る
償
還
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
，
借
受
人
に
は
生

活
基
盤
の
確
立
を
指
導
し
な
が
ら
，
一
部
納
付
制
度
の
活
用
な
ど
を
通
し
て
収
納
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
　
〇
過
誤
払
返
納
金

　
　
　
　
 　
特
別
障
害
者
手
当
等
過
払
返
還
金
と
し
て
Ｈ
24年
度
末
で
90,760円

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
。
文
書
催
告
，

債
務
者
訪
問
を
行
い
，
納
入
指
導
を
行
っ
た
結
果
11,440円

が
返
納
さ
れ
た
。
残
額
に
つ
い
て
も
再
度
債
務

者
訪
問
を
行
い
，
返
納
を
促
し
た
。

　
　
　
　
 　
被
災
保
護
者
の
死
亡
や
転
出
等
に
よ
り
生
活
保
護
費
に
過
給
が
発
生
し
，
返
還
金
が
生
じ
た
も
の
で
あ

る
。
生
活
保
護
扶
助
費
返
還
金
と
同
様
に
，
催
告
や
返
還
の
指
導
を
行
い
，
収
入
未
済
の
解
消
に
努
め
た
。

今
後
も
継
続
し
て
返
還
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
⑾
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
イ
 　
市
町
村
負
担
金
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
　
土
地
改
良
事
業
費
に
係
る
受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て
，
不
徴
収
部
分
が
あ
る
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
１
件

　
　
　
　
　
・
金
額
　
1,420,000円

　
　
　
ロ
 　
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
使
用
料
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い

よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
　
４
月
１
日
に
調
定
す
べ
き
電
柱
敷
地
等
使
用
料
に
つ
い
て
，
10月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
５
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
19,560円

　
　
　
ハ
 　
公
用
車
に
係
る
事
務
の
管
理
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ

う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
　
自
動
車
検
査
証
有
効
期
間
満
了
日
以
降
に
車
検
を
行
っ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
台
数
　
２
台

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
不
適
切
な
取
扱
い
を
し
た
市
町
村
負
担
金
に
つ
い
て
は
，
既
に
調
定
取
消
決
議
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
 　
今
後
，
改
め
て
適
切
な
調
定
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
 　
ま
た
，
次
の
項
目
を
内
容
と
す
る
再
発
防
止
策
を
講
じ
，
平
成
25年
度
の
農
業
農
村
整
備
事
業
に
係
る
市

町
村
負
担
金
・
受
益
者
分
担
金
収
入
調
定
事
務
か
ら
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　
　
・
 チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
設
け
，
複
数
の
職
員
が
調
定
内
容
を
確
認
す
る
仕
組
を
整
え
る
こ
と
，
及
び
関
係
資

料
（
市
町
へ
の
協
議
書
や
土
地
改
良
区
へ
の
通
知
書
の
写
し
・
算
定
資
料
・
事
務
連
絡
等
）
を
添
付
し
，

決
裁
を
得
る
過
程
で
の
内
部
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。
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・
  事
務
処
理
に
際
し
，
法
令
等
の
解
釈
に
疑
問
が
生
じ
た
場
合
は
，
そ
の
都
度
根
拠
法
令
等
に
当
た
る
と
と

も
に
，
当
該
法
令
等
を
所
管
す
る
部
署
へ
照
会
し
，
適
正
な
事
務
処
理
を
徹
底
す
る
こ
と
。

　
　
　
ロ
 　
許
可
担
当
部
署
と
調
定
担
当
部
署
が
異
な
る
こ
と
か
ら
，
相
互
に
連
携
し
，
次
の
項
目
を
内
容
と
す
る
再

発
防
止
策
を
講
じ
る
。

　
　
　
　
・
 許
可
を
行
う
都
度
，
速
や
か
に
関
係
書
類
を
許
可
担
当
部
署
か
ら
調
定
担
当
部
署
に
回
付
し
，
調
定
手
続

を
行
う
。

　
　
　
　
・
 許
可
担
当
部
署
が
許
可
案
件
を
一
覧
化
し
，
調
定
担
当
部
署
と
共
有
す
る
こ
と
で
，
許
可
２
年
目
以
降
の

調
定
の
遅
延
や
脱
漏
を
防
止
す
る
。

　
　
　
　
・
 許
可
担
当
部
署
及
び
調
定
担
当
部
署
に
お
い
て
，
複
数
年
許
可
に
係
る
許
可
２
年
目
以
降
の
調
定
案
件
に

つ
い
て
，
年
間
業
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表
に
登
載
し
，
調
定
の
遅
延
や
脱
漏
を
防
止
す
る
。

　
　
　
　
・
 上
記
１
，
２
及
び
３
の
事
務
に
つ
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
，
許
可
担
当
部
署
及
び
調
定
担
当
部
署
が

共
通
認
識
の
下
に
業
務
を
遂
行
す
る
。

　
　
　
ハ
 　
公
用
車
の
車
検
を
失
効
さ
せ
な
い
た
め
に
，
次
の
具
体
的
な
対
策
を
全
職
員
に
周
知
し
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
　
・
 公
用
車
使
用
計
画
表
や
自
動
車
運
転
記
録
簿
へ
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
満
了
日
を
目
立
つ
よ
う
に
記

載
し
，
使
用
者
及
び
決
裁
者
が
確
認
す
る
。

　
　
　
　
・
 各
車
両
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
等
の
目
立
つ
場
所
に
，
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
満
了
日
を
掲
示
し
，
乗

車
す
る
誰
も
が
車
検
時
期
を
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
　
　
　
・
 公
用
車
ご
と
の
自
動
車
検
査
証
の
有
効
期
間
満
了
日
や
取
扱
責
任
者
等
を
掲
載
し
た
公
用
車
管
理
表
を
事

務
所
内
に
掲
示
す
る
ほ
か
，
安
全
運
転
管
理
者
及
び
取
扱
責
任
者
の
業
務
を
再
確
認
し
，
車
検
や
整
備
時

期
等
の
情
報
の
共
有
化
を
図
る
。

　
　
　
　
・
 毎
年
３
月
中
に
翌
年
度
の
公
用
車
点
検
整
備
計
画
を
作
成
し
，
具
体
的
な
整
備
の
時
期
に
つ
い
て
は
，
車

検
満
了
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
調
整
を
図
る
。

　
⑿
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
栗
原
地
域
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
お
い
て
，
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
収
納
促
進
と
適
切
な
債
権
管
理
を

図
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
Ｈ
24年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

0円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

11,480,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

11,480,000円

　
　
　
　
・
Ｈ
23年
度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

1,435,000円

　
　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

10,045,000円

　
　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

11,480,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
農
業
改
良
資
金
貸
付
金
償
還
金
の
収
入
未
済
に
つ
い
て
は
，
電
話
や
訪
問
面
談
等
の
実
施
に
よ
り
，
債
務
者

の
生
活
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
，
完
済
に
向
け
納
付
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　
　
　
 　
今
後
も
引
き
続
き
，
債
務
者
の
生
活
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
，
担
保
物
件
の
強
制
執
行
も
視
野
に
入
れ
，
任

意
売
却
に
よ
る
分
割
納
付
を
指
導
す
る
等
，
適
切
な
債
権
管
理
に
努
め
る
。

　
⒀
　
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
雑
入
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
〇
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金

　
　
　
　
　
 　
６
月
に
国
庫
金
送
金
通
知
が
あ
っ
た
自
動
車
重
量
税
の
還
付
金
に
つ
い
て
，
翌
年
２
月
に
受
領
し
調
定

し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
10件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
28,180円

　
　
　
　
〇
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
係
る
光
熱
水
費

　
　
　
　
 　
５
月
31日
の
納
期
限
で
調
定
す
べ
き
光
熱
水
費
に
つ
い
て
，
10月
４
日
の
納
期
限
で
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
55,454円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
事
業
担
当
者
の
み
な
ら
ず
収
入
事
務
担
当
者
な
ど
複
数
の
者
が
調
定
状
況
等
を
把
握
で
き
る
よ
う
に
，
所
内

共
有
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
上
の
支
出
経
理
簿
と
同
様
に
収
入
経
理
簿
を
作
成
し
，
他
の
収
入
（
受
託
事
業
収
入

等
）
と
合
わ
せ
，
遅
延
し
な
い
よ
う
管
理
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
 　
ま
た
，
会
計
職
員
に
つ
い
て
は
，
全
員
会
計
事
務
研
修
会
を
受
講
し
，
会
計
事
務
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ

た
。

　
⒁
　
南
三
陸
教
育
事
務
所

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
歳
入
歳
出
外
現
金
に
お
い
て
，
払
出
の
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
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ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
臨
時
職
員
の
任
用
に
あ
た
っ
て
は
，
勤
務
条
件
等
を
明
示
す
る
こ
と
は
最
低
限
必
要
な
こ
と
で
あ
り
，
関
係

法
令
，
規
則
，
通
知
等
を
熟
読
し
内
容
を
理
解
す
る
と
と
も
に
，
服
務
担
当
者
，
任
用
担
当
者
と
確
認
を
取
り

な
が
ら
，
明
示
す
る
様
式
を
整
理
し
，
臨
時
職
員
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

　
⒄
　
柴
田
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
臨
時
職
員
の
雇
用
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
６
か
月
を
超
え
て
雇
用
し
た
臨
時
職
員
に
対
し
て
，
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
通
知
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

も
の
。

　
　
　
　
・
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
１
名

　
　
　
　
・
付
与
す
べ
き
有
給
休
暇
　
10日

　
　
　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
　
 　
臨
時
職
員
の
任
用
に
あ
た
っ
て
は
，
要
綱
，
要
領
を
熟
読
し
た
上
で
，
関
係
規
則
を
し
っ
か
り
と
把
握

し
，
任
用
担
当
者
と
服
務
事
務
取
扱
者
で
確
認
を
取
り
な
が
ら
服
務
上
の
取
扱
い
を
慎
重
に
行
う
こ
と
と

し
た
。

　
⒅
　
貞
山
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
　
 　
需
用
費
に
お
い
て
，
支
出
金
額
を
誤
っ
た
た
め
，
支
払
遅
延
に
よ
る
遅
収
加
算
額
の
発
生
が
認
め
ら
れ
た

の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
　
 　
電
気
料
金
の
支
払
に
つ
い
て
，
誤
っ
て
請
求
金
額
よ
り
少
な
い
額
で
支
出
手
続
し
た
結
果
，
口
座
引
落

不
能
と
な
り
翌
月
支
払
っ
た
た
め
,　
早
期
収
納
割
引
が
適
用
さ
れ
ず
，
３
％
の
遅
収
加
算
額
7,377円

が

発
生
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
　
　
１
件

　
　
　
　
　
・
正
規
支
出
額
 

246,674円

　
　
　
　
　
・
誤
支
出
手
続
額
 
246,301円

　
　
　
　
　
・
遅
収
加
算
額
 

7,377円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
平
成
24年
４
月
分
の
電
気
料
支
払
に
お
い
て
，
本
校
校
舎
分
及
び
隣
接
民
家
の
テ
レ
ビ
電
波
障
害
防
除
設
備

ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
平
成
24年
４
月
分
所
得
税
に
つ
い
て
，
払
出
の
遅
延
に
よ
り
不
納
付
加
算
税
を
賦
課
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
　
・
源
泉
徴
収
額
 

143,146円
　

　
　
　
　
・
不
納
付
加
算
税
額
 
7,000円

　

　
　
　
　
・
納
付
期
限
　
　
　
　
平
成
24年
５
月
10日

　
　
　
　
・
納
付
年
月
日
　
　
　
平
成
24年
５
月
15日

　
　
　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
　
　
 　
支
給
事
務
確
認
票
を
作
成
し
た
ほ
か
，
行
事
予
定
板
に
払
出
日
を
明
記
し
，
総
務
班
及
び
出
納
員
が
複

数
で
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
，
払
出
後
は
，
領
収
証
書
を
供
覧
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
　
 　
さ
ら
に
，
決
裁
可
能
な
日
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
，
そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
た
支
出
処
理
を
行

な
う
よ
う
，
改
善
を
図
っ
た
。

　
⒂
　
角
田
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
光
熱
水
費
に
お
い
て
，
調
定
遅
延
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
毎
月
調
定
す
べ
き
平
成
24年
度
分
電
気
料
及
び
水
道
料
に
つ
い
て
，
平
成
25年
10月
に
調
定
し
た
も
の
。

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
20件

　
　
　
　
・
調
定
金
額
　
152,283円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
電
気
，
水
道
メ
ー
タ
ー
の
確
認
は
複
数
の
職
員
で
行
い
，
確
認
表
に
使
用
量
を
記
入
し
調
定
を
す
る
。
ま
た
，

業
務
執
行
計
画
を
作
成
し
，
調
定
が
遅
延
し
な
い
よ
う
に
徹
底
す
る
。

　
⒃
　
仙
台
南
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容
　

　
　
　
 　
臨
時
職
員
の
雇
用
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を

講
じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
６
か
月
を
超
え
て
雇
用
し
た
臨
時
職
員
に
対
し
て
，
有
給
休
暇
を
付
与
す
る
通
知
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た

も
の
。

　
　
　
　
・
対
象
者
　
　
　
　
　
　
　
２
名

　
　
　
　
・
付
与
す
べ
き
有
給
休
暇
　
10日
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防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
21
　
石
巻
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
291件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
14,120円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
22
　
気
仙
沼
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
70件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
2,700円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

分
の
２
件
の
支
払
を
す
べ
き
と
こ
ろ
，
後
者
分
の
請
求
書
を
見
落
と
し
て
処
理
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
も
の
で

あ
る
。

　
　
　
 　
こ
れ
以
降
は
，
請
求
書
類
等
の
精
査
を
行
う
と
と
も
に
，
前
月
分
の
処
理
内
容
も
併
せ
て
確
認
す
る
こ
と
で

再
発
を
防
止
し
て
い
る
。

　
⒆
　
気
仙
沼
向
洋
高
等
学
校

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
工
事
請
負
契
約
に
お
い
て
，
不
適
切
な
取
扱
い
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講

じ
ら
れ
た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
 　
製
造
実
習
棟
殺
菌
灯
設
置
工
事
に
つ
い
て
，
予
定
価
格
を
超
え
た
見
積
額
で
落
札
者
を
決
定
し
て
い
た
も

の
。

　
　
　
　
・
予
定
価
格
　
409,000円

（
消
費
税
を
除
く
）
　
　
　
　

　
　
　
　
・
見
積
額
　
　
420,000円

　
　
　
　
・
契
約
額
　
　
420,000円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
 　
職
員
の
認
識
不
足
が
原
因
で
あ
っ
た
の
で
，
事
務
室
内
で
関
係
条
例
等
の
再
確
認
を
し
て
共
通
理
解
を
図
る

と
と
も
に
，
見
積
（
入
札
）
依
頼
の
段
階
で
業
者
に
対
し
，
金
額
は
税
抜
価
格
で
あ
る
こ
と
の
周
知
を
徹
底
す

る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
 　
ま
た
，
決
裁
段
階
に
お
い
て
は
複
数
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
，
な
お
一
層
心
掛
け
る
こ
と
と
し
た
。

　
⒇
　
岩
沼
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
384件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
12,820円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発
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公
安
委
員
会

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
81件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
3,200円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
23
　
佐
沼
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

　
　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
117件

　
　
　
　
・
過
徴
収
金
額
　
6,280円

　
　
ロ
　
措
置
の
内
容

　
　
　
イ
　
各
種
会
議
，
研
修
会
等
へ
の
出
席

　
　
　
　
 　
事
案
の
発
生
を
受
け
て
開
催
さ
れ
た
，
緊
急
県
下
生
活
安
全
課
長
会
議
，
許
可
等
事
務
担
当
者
研
修
会
等

に
課
員
を
出
席
さ
せ
る
と
と
も
に
，
出
席
者
か
ら
課
員
に
対
す
る
具
体
的
な
指
導
教
養
を
実
施
さ
せ
，
再
発

防
止
の
徹
底
を
図
っ
た
。

　
　
　
ロ
　
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
た
点
検
の
実
施

　
　
　
　
 　
平
成
25年
７
月
に
，
本
部
主
管
課
か
ら
指
示
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
表
を
活
用
し
て
，
許
可
等
事
務
処
理
要
領

等
の
資
料
（
平
成
25年
４
月
受
領
）
を
許
可
等
事
務
担
当
者
及
び
各
級
幹
部
が
，
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料

条
例
の
手
数
料
項
目
ご
と
に
突
合
点
検
を
実
施
し
て
再
発
防
止
に
努
め
た
。

　
24
　
加
美
警
察
署

　
　
イ
　
監
査
委
員
の
報
告
の
内
容

　
　
　
 　
遊
技
機
変
更
承
認
申
請
等
に
係
る
証
紙
徴
収
に
お
い
て
，
条
例
の
確
認
不
足
に
よ
り
複
数
年
に
わ
た
り
手
数

料
を
過
徴
収
し
て
い
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
再
発
防
止
に
向
け
て
速
や
か
に
事
務
の
改
善
を
講
じ
ら
れ

た
い
。

　
　
　
（
内
容
）

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
告
示
第
50号

　
警
備
業
法
（
昭
和
47年
法
律
第
117号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
22条
第
２
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導

教
育
責
任
者
講
習
（
以
下
「
講
習
」
と
い
う
。）
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

　
　
平
成
26年
４
月
18日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
鎌
田
　
宏
　
　

１
　
講
習
に
係
る
警
備
業
務
の
区
分
及
び
実
施
期
日

　
⑴
　
警
備
業
務
の
区
分

　
　
　
法
第
２
条
第
１
項
第
１
号
に
規
定
す
る
警
備
業
務
（
以
下
「
１
号
警
備
業
務
」
と
い
う
。）

　
⑵
　
実
施
期
日

　
　
ア
　
新
規
取
得
講
習

　
　
　
ア
　
第
１
回
講
習

　
　
　
　
　
平
成
26年
６
月
４
日
（
水
）
か
ら
同
月
13日
（
金
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
日
間

　
　
　
イ
　
第
２
回
講
習

　
　
　
　
　
平
成
26年
７
月
２
日
（
水
）
か
ら
同
月
11日
（
金
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
８
日
間

　
　
イ
　
追
加
取
得
講
習

　
　
　
ア
　
第
１
回
講
習

　
　
　
　
　
平
成
26年
６
月
９
日
（
月
）
か
ら
同
月
12日
（
木
）
ま
で
の
４
日
間

　
　
　
イ
　
第
２
回
講
習
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宮
城
県
警
察
本
部
生
活
環
境
課
受
付
専
用
電
話
（
022－

224－
7311）

に
て
事
前
申
込
み
を
受
け
付
け
る
。

　
　
 　
な
お
、
１
回
の
電
話
で
の
受
付
は
１
人
と
す
る
。

　
⑵
　
受
付
期
間

　
　
ア
　
第
１
回
講
習

　
　
　
 　
平
成
26年
５
月
１
日
（
木
）
か
ら
同
月
９
日
（
金
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
５
日
間
（
５
月
１

日
か
ら
８
日
ま
で
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
イ
　
第
２
回
講
習

　
　
　
 　
平
成
26年
６
月
３
日
（
火
）
か
ら
同
月
９
日
（
月
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
５
日
間
（
６
月
３
日
か
ら

６
日
ま
で
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

　
　
　
 　
な
お
、
受
付
は
先
着
順
と
し
、
定
員
に
達
し
た
場
合
は
期
間
内
で
あ
っ
て
も
締
め
切
る
。

６
　
受
講
手
続
き

　
 　
事
前
申
込
み
に
よ
り
予
約
番
号
を
所
得
し
た
者
に
対
す
る
受
講
手
続
き
は
、
次
の
と
お
り
行
う
。

　
⑴
　
申
請
受
付
期
間

　
　
ア
　
第
１
回
講
習

　
　
　
 　
平
成
26年
５
月
12日
（
月
）
か
ら
同
月
16日
（
金
）
ま
で
の
５
日
間
（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

　
　
イ
　
第
２
回
講
習

　
　
　
 　
平
成
26年
６
月
10日
（
火
）
か
ら
同
月
16日
（
月
）
ま
で
の
土
・
日
曜
日
を
除
く
５
日
間
（
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
）

　
⑵
　
申
込
書
の
提
出
先

　
　
 　
事
前
申
込
み
の
際
に
警
察
署
を
指
定
す
る
の
で
、
申
請
受
付
期
間
内
に
指
定
さ
れ
た
警
察
署
生
活
安
全
課
に
提

出
す
る
こ
と
。

　
　
 　
な
お
、
郵
送
に
よ
る
提
出
は
受
け
付
け
な
い
。

　
⑶
　
提
出
書
類

　
　
ア
　
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
受
講
申
込
書
　
１
通

　
　
イ
　
資
格
者
証
又
は
修
了
証
明
書
の
写
し
　
１
通
（
追
加
取
得
講
習
受
講
者
の
み
）

　
　
ウ
　
受
講
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
書
面
　
１
通

　
　
　
ア
　
前
記
４
－
⑴
－
ア
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
最
近
５
年
間
に
、
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
警

備
業
者
の
作
成
に
係
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書
（
以
下
「
警
備
業
務
従
事
証
明
書
」
と
い
う
。）
及
び
履
歴

書

　
　
　
イ
　
前
記
４
－
⑴
－
イ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
　
平
成
26年
７
月
７
日
（
月
）
か
ら
同
月
10日
（
木
）
ま
で
の
４
日
間

２
　
実
施
場
所

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

３
　
受
付
人
員

　
　
第
１
回
及
び
第
２
回
と
も
に
新
規
取
得
講
習
及
び
追
加
取
得
講
習
あ
わ
せ
て
40人

４
　
受
講
対
象
者

　
⑴
　
新
規
取
得
講
習

　
　
　
受
講
申
込
日
に
お
い
て
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

　
　
ア
　
最
近
５
年
間
に
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
３
年
以
上
で
あ
る
者

　
　
イ
 　
警
備
員
等
の
検
定
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
17年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
20号
。
以
下
「
検
定
規
則
」
と

い
う
。）
第
４
条
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
１
級
検
定
」
と

い
う
。）
に
係
る
法
第
23条
第
４
項
の
合
格
証
明
書
（
以
下
「
合
格
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い

る
者

　
　
ウ
 　
検
定
規
則
第
４
条
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
２
級
検
定
」

と
い
う
。）
に
係
る
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
い
る
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受

け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者

　
　
エ
 　
検
定
規
則
附
則
第
３
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
警
備
員
等
の
検
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
61年
国
家
公
安

委
員
会
規
則
第
５
号
。
以
下
「
旧
検
定
規
則
」
と
い
う
。）
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
１
級
の
検
定
（
１
号

警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧
１
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
者

　
　
オ
 　
旧
検
定
規
則
第
１
条
第
２
項
に
規
定
す
る
２
級
の
検
定
（
１
号
警
備
業
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
「
旧

２
級
検
定
」
と
い
う
。）
に
合
格
し
た
警
備
員
で
あ
っ
て
、
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上

１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
者

　
⑵
　
追
加
取
得
講
習

　
　
 　
受
講
申
込
日
に
お
い
て
、
１
号
警
備
業
務
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
22条
第
２
項
に
規
定
す
る
警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
（
以
下
「
資
格
者
証
」
と
い
う
。）
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械

警
備
業
務
管
理
者
に
係
る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
58年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
２
号
）
第
７
条
に
規
定

す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
修
了
証
明
書
」
と
い
う
。）
の
交
付
を
受
け
て
い
る

者
で
あ
っ
て
、
前
記
⑴
－
ア
～
オ
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者

５
　
事
前
申
込
み

　
⑴
　
受
付
専
用
電
話
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１
級
検
定
の
合
格
証
明
書
の
写
し

　
　
　
ウ
　
前
記
４
－
⑴
－
ウ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
２
級
検
定
の
合
格
証
明
書
の
写
し
及
び
当
該
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
後
、
継
続
し
て
１
年
以
上
１

号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

　
　
　
エ
　
前
記
４
－
⑴
－
エ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
旧
１
級
検
定
の
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
の
写
し

　
　
　
オ
　
前
記
４
－
⑴
－
オ
に
該
当
す
る
者

　
　
　
　
 　
旧
２
級
検
定
の
旧
検
定
規
則
第
８
条
の
合
格
証
の
写
し
及
び
当
該
検
定
に
合
格
し
た
後
、
継
続
し
て
１
年

以
上
１
号
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
務
従
事
証
明
書

　
　
エ
　
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
本
人
か
ら
の
委
任
状

　
⑷
　
受
講
手
数
料

　
　
 　
公
安
委
員
会
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
12年
宮
城
県
条
例
第
21号
）
第
２
条
第
１
項
の
表
63の
項
に
基
づ
き
、

新
規
取
得
講
習
受
講
者
に
あ
っ
て
は
47,000円

、
追
加
取
得
講
習
受
講
者
に
あ
っ
て
は
23,000円

の
額
に
相
当
す

る
宮
城
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

７
　
講
習
の
委
託
先

　
　
仙
台
市
泉
区
天
神
沢
１
丁
目
４
番
11号

　
　
一
般
社
団
法
人
宮
城
県
警
備
業
協
会

８
　
そ
の
他

　
　
講
習
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
　
警
察
本
部
生
活
安
全
部
生
活
環
境
課

　
　
（
電
話
番
号
022－

221－
7171　

内
線
3184・

3185）
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